
     
 

 

前
号
の
保
健
セ
ン
タ
ー
新
聞
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
12
血
糖
編

①
で
は
、
血
糖
値
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
な
ぜ
血
糖
値

が
上
が
る
の
か
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
号
で

は
、
糖
尿
病
の
診
断
方
法
や
基
準
値
に
つ
い
て
、
み
な

さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

※
「
糖
尿
病
治
療
ガ
イ
ド
2016-

2017
」
に
基
づ
い
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
か
か
り
つ

け
医
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

     

糖
尿
病
治
療
ガ
イ
ド
に
は
、
「
糖
尿
病
の
診
断
は
、

高
血
糖
が
慢
性
に
持
続
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
医
師
が
行
う
」
と
書
い
て
あ
り
ま

す
。
診
断
の
た
め
に
は
、
①
血
糖
が
高
い
こ
と
（
血
糖

値
の
検
査
）
、
②
高
血
糖
が
持
続
し
て
い
る
こ
と
（
Ｈ

ｂ
Ａ
１
ｃ
な
ど
）
を
、
検
査
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
血
液
検
査
が
必
須
と
な
り
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
は
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
て
確

認
し
て
い
ま
す
か
？ 

 
 

         

    

糖
尿
病
の
診
断
で
用
い
ら
れ
る
血
糖
値
の
検
査
の

種
類
は
、
右
の
表
１
の
と
お
り
で
す
。
特
定
健
康
診

査
な
ど
の
血
液
検
査
の
項
目
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。 

糖
代
謝
異
常
の
判
定
区
分
を
左
の
表
２
に
示
し
ま

す
。
①
糖
尿
病
型 

ま
た
は 

③
境
界
型
に
該
当
す

る
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
の
健
診

結
果
は
い
か
が
で
す
か
？ 

  

             

 

     

図
３
は
糖
尿
病
の
診
断
基
準
で
、
ど
の
よ
う
に
糖

尿
病
が
診
断
さ
れ
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。
血

糖
値
と
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
と
も
に

．
．
．
糖
尿
病
型
の
数
値
に
該

当
す
る
場
合
は
【
糖
尿
病
】
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
検

査
結
果
が
、
血
糖
値
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
ど
ち
ら
か
の
み
に

異
常
が
あ
る
場
合
、
別
日
に
再
検
査
を
行
い
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
【
糖
尿
病
疑
い
】
と
診

断
さ
れ
た
場
合
は
、
３
～
６
ヵ
月
以
内
に
再
検
査
し
、

検
査
値
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

                            

糖
尿
病
型
で
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
安
心
は
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
【境
界
型
の
方
】は
注
意
が
必
要
で
す
。 

境
界
型
は
さ
ら
に
「
Ｉ
Ｇ
Ｔ
（
耐
糖
能
異
常
）
」
、

「
Ｉ
Ｆ
Ｇ
（
空
腹
時
血
糖
異
常
）
」
の
二
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
（
図
4
）
。
一
般
の
健
康
診
断
で
は
空
腹
時
血

糖
や
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
を
検
査
し
て
い
る
の
で 

、
発
見
す

る
の
が
難
し
い
で
す
が
、
Ｏ
Ｇ
Ｔ
Ｔ
の
検
査
を
受
け
る

こ
と
で
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
治
療
ガ
イ
ド
に

お
い
て
、
表
５
に
該
当
す
る
方
は
Ｏ
Ｇ
Ｔ
Ｔ
を
受
け
る

こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

           

    

              

 

境
界
型
の
中
に
は
、
糖
尿
病
の
発
症
過
程
ま
た
は

改
善
過
程
に
あ
る
方
が
混
在
し
ま
す
。
「
検
査
値
が

正
常
値
よ
り
少
し
高
い
だ
け
」
と
思
う
方
も
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
前
号
の
血
糖
編
①
で
も
紹
介
し

た
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
障
害 

ま
た
は 

イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
が
す
で
に
生
じ
て
い
る
状
態
で
す
。
特
に
Ｉ
Ｇ

Ｔ
は
、
★

食
後
高
血
糖
を
生
じ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

正
常
型
と
比
べ
て
糖
が
長
時
間
血
液
中
を
漂
う
こ
と

で
動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
肥
満
・
高
血
圧
・

脂
質
異
常
症
な
ど
を
合
併
し
て
い
る
場
合
は
、
よ
り

心
血
管
疾
患
な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾
患
の
危
険
性

が
高
く
な
る
た
め
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 ★
食
後
高
血
糖
と
は･･･ 

 

空
腹
時
血
糖
値
は
正
常
域
に
あ
っ
て
も
、
食
後
の

血
糖
値
が
高
く
正
常
域
に
戻
る
の
に
時
間
が
か
か
る

状
態
。
生
活
習
慣
病
の
代
表
で
あ
る
２
型
糖
尿
病

（
血
糖
編
①
参
照
）
で
は
、
初
期
に
食
後
高
血
糖
が
み

ら
れ
、
進
行
し
て
か
ら
空
腹
時
高
血
糖
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
よ
り
早
く
診
断
す
る
た
め
に
は
、
食
後

高
血
糖
を
と
ら
え
る
Ｏ
Ｇ
Ｔ
Ｔ
が
重
要
と
な
る
。 

  
 

  

ご
自
身
の
血
糖
値
が
正
常
か
ど
う
か
知
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
血
液
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
て
、
経
年
で
の
変
化
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
糖
尿
病
の
治
療
中
の
方
も
、
主
治

医
の
指
示
を
守
り
、
定
期
的
に
検
査
を
し
て
、
数
値

の
変
化
か
ら
治
療
の
効
果
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。 

 

血
糖
値
が
糖
尿
病
型
・
境
界
型
の
方
は
注
意
が
必

要
と
書
き
ま
し
た
が
、
正
常
型
の
方
の
中
で
も
、

年
々
血
糖
値
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
方
は
、
生
活

習
慣
な
ど
血
糖
値
が
高
く
な
っ
た
原
因
を
振
り
返
り
、

改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

先
ほ
ど
も
書
き
ま
し
た
が
、
高
血
糖
状
態
が
長
く

続
く
こ
と
で
動
脈
硬
化
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
血
管
は

全
身
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
身
体
の
様
々
な

と
こ
ろ
に
障
害
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
「糖
尿
病

合
併
症
」
と
い
い
ま
す
。 

次
号
の
保
健
セ
ン
タ
ー
新
聞
で
は
、
「
な
ぜ
血
糖
値

が
高
い
と
い
け
な
い
の
か
」
に
つ
い
て
、
糖
尿
病
合
併
症

も
含
め
て
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。 

検査項目名 検査内容 

HbA1c 

（ヘモグロビン 

エーワンシー） 

・過去 1～2 ヵ月の平均の血糖値 

・飲食によって変動する血糖値と 

比べ、ほとんど変動しない 

空腹時 

血糖値 

・食事から 10時間以上あけて測定 

・一般には前日 21時以降絶食し 

翌朝食事前に採血する 

随時血糖値 食事とは関係なく測定した血糖値 

75g経口 

ブドウ糖 

負荷試験 

（OGTT） 

10 時間以上絶食の後、空腹時血

糖を測定。75g のブドウ糖を経口摂

取し、30分後、1時間後、2時間後

に採血し血糖値を測定 

判定区分 基準 

①糖尿病型 

◆以下のいずれかに該当 

・空腹時血糖値 126mg/dl以上 

・随時血糖値 200mg/dl以上 

・HbA1cが 6.5％以上 

・OGTTで 2時間値が 200mg/dl以上 

②正常型 

◆以下のすべてに該当 

・空腹時血糖 110mg/dl未満 

・OGTTで2時間値が140mg/dl未満 

・HbA1cが 5.5％以下※ 

（※厚生労働省：標準的な健診・保健指導プログラムより） 

③境界型 

空腹時血糖値、OGTTにおいて 

①糖尿病型、②正常型いずれにも

属さない場合 

①強く推奨される 

・空腹時血糖値 110～125mg/dl 

・随時血糖値 140～199mg/dl 

・HbA1c6.0～6.4％（明らかな糖尿

病の症状が存在するものは除く） 

②行うことが望ましい 
・空腹時血糖値 100～109mg/dl 

・HbA1c5.6～5.9％ 

（mg/dl）

126

110
100

140 200 (mg/dl）

①糖尿病型

②正常型

正常高値

IFG
（空腹時血糖異常）

③境界型

IGT
（耐糖能異常）

IFG/IGT
空
腹
時
血
糖
値

OGTT2時間後血糖値

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
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血
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編
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瑞
浪
市
役
所 

健
康
づ
く
り
課 

０
５
７
２-

６
８-

９
７
８
５ 

表 1 糖尿病の診断で用いられる血糖値の検査 表 2 糖代謝異常の判定区分 

※②について･･･将来糖尿病を発症するリスクが高い。 
高血圧、脂質異常症、肥満など動脈硬化のリスクを持つ
ものは、OGTTの検査をすることが特に望ましい 

表 5 OGTTが推奨される場合 

平成 29年 10月 25日発行 

✿
次
回
の
保
健
セ
ン
タ
ー
新
聞
は
12
月
頃
発
行
の
予
定
で
す
。 

図 4 空腹時血糖値および OGTTによる判定区分 
図 3 糖尿病の診断基準 

糖尿病

別の日

空腹時血糖値

126mg/dl以上

随時血糖値

200mg/dl以上

OGTT2時間値

200mg/dｌ以上

HbA1c
6.5％以上

初回検査か再検査で、

血糖値の基準を満たして

いることが必要。

初回検査再検査

糖尿病

■
の
い
ず
れ
か

HbA1cの基準、血糖値のいずれかの基準に

両方あてはまる 片方あてはまる

①糖尿病の典型的症状

（のどが渇く、多飲、多尿、体重減少）

②糖尿病網膜症

①・②のいずれかが

な い あ る

糖尿病

糖尿病型

糖尿病疑い

な

い

あ

る

空腹時血糖値

126mg/dl以上

随時血糖値

200mg/dl以上

OGTT2時間値

200mg/dｌ以上

どれか1つでも

HbA1c
6.5％以上

3～6ヵ月以内に

血糖値・HbA1c

を再検査

両方あてはまらない

年に1回健診受診し

血糖値・HbA1cの

変化を確認


